
第 4 回ヨコヤマカップ 2019.10.20 報告 
 例年 9 ⽉後半の連休に実施していた当レースですが、本年は他レースの⽇程と重複する
事になり、10 ⽉に変更しました。変更しても重複もあり、更に横浜⽅⾯の台⾵被害もあり
参加艇は 11 艇となりました。A クラス 6 艇、B クラス 5 艇のクラスわけです。 
 前⽇の朝は豪⾬でしたが、昼間には⽌んで回航艇にとってはありがたい天気となりまし
た。 
 本年は KFR（⼩網代フリートレース）のご協⼒で同時開催となり、20 艇の同時スタート
という事でそれなりに楽しむ事ができました。10 時 30 分のスタート海⾯は時折 25 ノット
を超えるブローが⼊り慣れない艇にはタイミングを合わせるのに苦労したようです。 
 ⼩網代湾⼝から⾚⽩ブイまではジブのスピード競争、回航と同時にスピンアップ。ここで
は⽇ごろの練習の成果を出せたのではないでしょうか。5 マイルあまりのスピンランはスピ
ードを楽しむ事が出来ましたが、徐々に⾵は落ちる傾向。南⻄沖ブイ回航ではジブの選択に
悩んだ艇もいたのではないでしょうか。 
 回航後はローカルセオリーの岸狙い。どこまで我慢して突っ込むかの勝負になったよう
です。⾵が落ちてきたのでジブチェンジをする艇も⾒かけられ単純なコースでもクルーワ
ークが試されました。 
 12 時 29 分 KFR のトップ艇アルファがフィニッシュ。ヨコヤマカップのトップ艇は 12 時
36 分シャーク X（Vite31）となり、昨年に引き続き修正順位も 1 位となりました。B クラ
スは常連の BASIC（Seam31）が 12 時 43 分にフィニッシュしましたが初陣の BADBOY8
（Slot31）が 2 分 50 秒後にフィニッシュして修正結果は逆転の優勝、2 位も着順 3 位の
BlackBird（Auklet26）となり BASIC は残念な 3 位でした。最終艇が 14 時 15 分にフィニ
ッシュしてレースは無事終了。 
 16 時からは油壷ボートサービス様のご協⼒もありシーボニアと油壷の中間点にあります
Aora にて、設計者の横⼭⼀郎⽒を囲んで 60 名ほどの⽅にお集まりいただき、全艇にコメン
トを頂きながらの表彰式となりました。各クラス上位 3 艇には Seam31 のセイルプランが
書かれた盾、敢闘賞は最後までセーリングを楽しんだ Princes Bay III 遠来賞は横浜から参
加の CHOUETTE に授与されて、ラグビーの試合が始まる前に無事終了となりました。 
 レース運営の全⾯的ご協⼒を頂きました⼩網代ヨットクラブ並びに有志の皆様、レース
本部の提供、外来艇の受け⼊れにご協⼒頂きましたシーボニアヨットクラブ、外来艇の受け
⼊れ並びにパーティーでのご協⼒は㈱リビエラリゾート様、パーティー会場などでは油壷
ボートサービス様、表彰式の副賞などでは、ウルマンセール、ナユカバン様、ノースセイル
様 皆様ありがとうございました。できましたらまた来年、⼿作り感いっぱいのレースで皆
様とお会いしたいと思っております。 
                      ヨコヤマカップ実⾏委員会 関根照久 
  
 


